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こともできる。See Thomas P. Gallanis, Will-Sustitutes: A US Perspective, in
 Alexandra Braun & Anne Rothel eds., Passing Wealth on Death: Will-Sub






















1965年に刊行されたNorman Dacey著のその名もHow to Avoid Probate! 
という本である６。ここでprobateとは、遺言検認手続を指すが、それは
どこで行うかといえばアメリカの場合、裁判所になる７。そして、遺言が
                                                          
4 中田朋子「米国における相続預金の法制度および実務―遺言代用商品の発展―」
金融法務事情2030号22頁(2015年11月25日号）。 
5 Dukeminier, Sitkoff & Lindgren, supra note 2, at 436. 
6 Dukeminier, Sitkoff & Lindgren, supra note 2, at 436. Norman F. Dacey,  
How to Avoid Probate! (New York: Crown Publishers, Inc. 1965). 1993年の
第5版まで刊行された。 























































                                                          
8 その一例として、Delmar R. Hoeppner, Book Review: Norman F. Dacey: 
How to Avoid Probate, 1 Valparaiso Law Rev. 197 (1966)(この本を痛烈に批
判し、それを信ずる消費者は大きな被害を受けることになると論ずる). 
9 Dukeminier, Sitkoff & Lindgren, supra note 2, at 436-43, New York Times,  
Norman Dacey, 85; Advised His Readers To Avoid Probate, March 19, 1994. 
10 Ronald Farrington Sharp, Living Trusts for Everyone xiii (2d ed. Allworth





















































































                                                          


































                                                          
14 living trust を、その言葉の連想から、loving trustと呼んで宣伝広告する動きも
あった。自分の死後残された人が、probate 手続等で煩わされることがないよう、
「愛する人のための信託」というわけである。 































                                                          




























                                                          
17 以下の記述については、Dukeminier, Sitkoff & Lindgren, supra note 2, at 44
0-443による。 






















































































































































































































                                                          
21 たとえば、久貴忠彦『遺言と遺留分 第2巻 遺留分』162頁（日本評論社・2011）。 






























                                                          


























































                                                          











































































































































































































































































































































































































































                                                          
32 日本医師会「終末期医療―アドバンス・ケア・プランニングから考える」という
パンフレットも参照されたい。http://dl.med.or.jp/dl-med/teireikaiken/2018030
7_32.pdf 
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